
“環境調査事業” シナダレスズメガヤ駆除とカワラノギク育成” (56) 

圃場の除草とアメリカネナシカズラの駆除及び周辺のゴミ 
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調査期間：2014年7月15日 ～7月21日 

相模川湘南地域協議会 記録：浜辺謙吉 

【概 要】 湘南に夏を告げる暁の祭典「浜降祭」が21日に挙行されました。前夜は梅雨の仕舞時で雷雨に襲われましたが、夜半には上がりました。 
 圃場周囲の草刈は、中門さんが7月15日と20日に草刈機を入れて下さり、圃場内の除草は人海戦術で20日に行いました。  
 カワラノギクの育成状況は良好で、秋には多くの開花が期待できそうです。 また、第四圃場に発芽したチビさん達も元気に育っていました。 
 昨年も発生したアメリカ ネナシカズラが約８m2  程カワラノギクに寄生していましたので、これを駆除しました。  
 夏休みが始まり、BQシーズンの到来と共に圃場周辺のゴミも盛んに増殖しています。 

７月１５日  
圃場周辺に繁茂する 
シナダレスズメガヤ 

 除 草 

７月１５日  
圃場周囲の草刈完了 
 

７月２０日  
第一圃場の除草開始 
 

７月２０日  
第二、第三圃場で元気に 
育つカワラノギク 

７月２０日  
第四圃場の除草開始 
 

７月２０日  
第四圃場の除草完了 
 

７月２０日  
第二、第三圃場の除草開始 
 

７月２０日  
元気なスタッフ 
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 アメリカ ネナシカズラ： ヒルガオ科ネナシカズラ属の北アメリカ産帰化植物で葉緑素を持たないつる性の一年草寄生植物。 
   宿主はキク科、ウリ科、ナス科、シソ科、ヒルガオ科等多様。種の寿命は５０年以上と長い。 花は咲くが、根も葉も持たない 
   ので光合成をしない。駆除方法は、むしり取って焼却することと言われています。 

７月２０日 
カワラノギクに絡みつく 
アメリカネナシカズラ 

７月２０日 
カワラノギクに次々絡みつく 
アメリカネナシカズラ 

アメリカネナシカズラが宿
主に巻き付いている様子
（H.HADA’S HP ） 

７月２０日 

アメリカネナシカズラを駆除
した後の様子 

  ゴミの惨状 

７月１５日 河原入口 ７月２０日 河原入口 ７月２０日 河原のBQ屑 ７月２１日 河原入口 

７月２０日 河原のBQと花火屑 ７月２０日 河原の花火屑 ７月２０日 道路に散乱するゴミ ７月２０日 粗大ゴミ！！ 


